
  

報道関係各位 

プレスリリース                                                  2019 年 11 月 22日 

株式会社ランチェスター 

株式会社ランチェスター(本社：東京都港区、代表取締役：田代 健太郎)が展開するモバイル

アプリプラットフォーム「EAP」を用いて開発・運用しているアプリの月間アクティブユーザ

ー数が 100 万 MAU(※)を 2019 年 10 月 31 日時点で突破しましたので、お知らせいたします。 

「EAP」採用アプリの月間アクティブユーザーの推移 

 

モバイルアプリプラットフォーム「EAP」は、アプリ開発～運用までワンストップで提供

するサービスとして 2017 年 9 月に誕生しました。以来、アパレル、コスメ、ライフスタイ

ル、小売などの企業様にご利用いただいております。「EAP」が実践的なアプリマーケティン

グの支援のため、重要指標としているのが MAU です。EC や実店舗と連動したアプリの場

合、アプリをダウンロードするだけでなく、実際にアプリを使ってもらいエンゲージメント

モバイルアプリプラットフォーム「EAP」発の 

アプリ 100 万 MAU を突破！  

MAU ベースの価格システムで企業のビジネス成長にコミット 



   

を高めることが企業活動においてはより重要になるためです。 

 

■実践的なアプリマーケティングを支援する「EAP」 

 

一般的にアプリ開発運用サービスの利用料はアプリのダウンロード数に応じて設定されて

います。しかし、「EAP」は MAU 数に応じた価格システム（下図）をとっています。ユーザ

ーとの重要なコミュニケーションツールとなるプッシュ通知の配信制限もありません。実践

的なアプリマーケティングのソリューションを提供することで、企業のビジネス成長にコミ

ットする、「EAP」はサービスにかける姿勢を料金システムに反映させています。 

 

従来の料金体系のイメージと MAU 数に応じた価格体系のイメージ 

 

さらに、「EAP」は過去の実績とノウハウから生まれたユーザー視点の UI/UX を、標準機

能として備えています。物理的なカードに劣らない所有感を感じられるアプリ会員証の券面

デザイン、アプリ内でキャンペーンや新商品などブランドに関する情報収集をできるだけで

なく、店舗ではレジ前での利用を想定し、ユーザーの位置情報を検知し、自動的に会員証を

アプリのトップに表示できる仕組みも標準機能として用意しています。企業は「EAP」を採



   

用することで、開発コストを抑え、ユーザーによりよいお買い物体験ができるアプリを持つ

ことができるのです。 

ランチェスター取締役でプロダクトを統括する佐藤伸彦は、「小売系のアプリで必要な機能

は、そこまで多くありません。ユーザーがアプリに求めているのは、新たな機能ではなく、

スムーズな買い物体験でありブランドとの価値観共有です。それを実現する UI/UX が EAP

にはあります」と説明します。この洗練された UI/UX が、アプリの MAU 増にも寄与してい

ます。 

また、価格システム、プロダクトの質に加え、運用・保守の面からも「EAP」をより使っ

ていただけるよう現在、組織体制を強化しています。今年度から大手アパレルや急成長 IT 企

業でアプリ運用に携わっていたメンバーを中心に、カスタマーサクセス部門を発足させまし

た。今年度中にも、本格的な稼働を予定しています。 

ランチェスターはこれからも、企業が求める実践的なアプリマーケティングを支援できる

よう、プロダクトのアップデート、社内体制の強化を図って参ります。 

 

※EAP が標準で対応していたモバイルアプリ向けの GoogleAnalytics を用いて MAU を計

測。2019 年 10 月 31 日をもって SDK によるモバイルアプリ向け GoogleAnalytics のレポー

トはサービス終了となりましたが、EAP では後継サービスの FirebaseAnalytics への対応も完

了しております。 

 

EAP<Engagement Application Platform>について 

EAP（紹介サイト：https://e-ap.jp）はブランドとファンのよりよい関係〈Engagement〉を

支えるために厳選した機能と、洗練された UI を備えたモバイルアプリの開発・運営ができる

プラットフォームです。CRM（顧客管理）や EC、ポイントシステムなどの外部システムと

柔軟に連携して個客データを取得でき、さらに社内外に点在するデータやコンテンツを集

約、最適化。質の高い One to One コミュニケーションを実現し、企業のマーケティング活動

の成功に伴走します。パタゴニア様、オンワード様、バロックジャパンリミテッド様など、

多くのファッションブランドのアプリ構築にご利用いただいています。 

＜バリュー＞ 

1. ユーザー視点で最適化された標準機能  

数多くの実績と最新のテクノロジーからうまれた洗練の標準機能 

2. 柔軟なシステム連携とビジネス成長に合わせた拡張性  

外部システムと柔軟に連携し、オンライン、オフラインの個客データを取得し、最適なマ

ーケティング活動を可能に。企業のビジネスの成長に合わせて機能追加に対応 

3. 成果に導く伴走力 

多くのアプリ運用実績を持つスペシャリストチームが、戦略やビジネスの拡大に合わせて

幅広く運営をサポート 

 



   

【株式会社ランチェスターについて】 

エンジニアによって 2007 年に創設された開発力に強みを持つ企業です。企画、戦略、UI/UX

まで、幅広い対応力で企業の新規事業開発や OMO 戦略支援等を行います。 

会社名：株式会社ランチェスター 

所在地：東京都港区南青山 3-3-3 リビエラ南青山 B 館 3F 

代表者：代表取締役 田代 健太郎 

事業内容：モバイルアプリ開発および事業企画支援 

URL：https://www.lanches.co.jp 

※本リリースに記載している会社名および商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

※本リリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることが

あります。 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

株式会社ランチェスター 

担当：平山 

TEL：03-5775-3395 

Email：pr@lanches.co.jp 

https://www.lanches.co.jp/

